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佐
竹　

百
里

　

問　

我
が
国
の
少
子
化
は
、
合
計
特
殊

出
生
率
を
見
て
も
平
成
元
年
以
来
右
肩
下

が
り
の
状
況
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も

全
く
政
策
の
効
果
が
表
わ
れ
て
い
な
い
。

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
に
よ
り
待
機
児
童
数
減

少
を
目
指
し
保
育
所
の
計
画
的
整
備
が
行

わ
れ
た
が
、
女
性
の
働
き
方
の
見
直
し

に
関
す
る
取
り
組
み
は
進
ま
ず
、
少
子
化

問
題
の
解
決
に
は
課
題
が
残
っ
た
。
今
後
、

本
市
の
地
域
性
も
勘
案
し
な
が
ら
、
な
ぜ

待
機
児
童
が
減
ら
な
い
の
か
を
分
析
し
、

幼
稚
園
の
延
長
保
育
へ
の
補
助
な
ど
女
性

の
働
き
方
に
合
わ
せ
た
保
育
施
策
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
子
ど

も
を
生
み
育
て
る
こ
と
に
誇
り
と
喜
び
を

感
じ
ら
れ
る
社
会
に
す
る
た
め
の
政
策
を

部
署
を
超
え
て
議
論
し
立
案
す
べ
き
で
は
。

　

答　

本
市
で
は
待
機
児
童
解
消
に
向
け

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
保
育
計
画

に
掲
げ
た
各
施
策
に
よ
り
取
り
組
ん
で
い

る
。
さ
ら
に
、
今
後
の
子
育
て
支
援
施
策

で
は
保
育
や
待
機
児
童
解
消
に
重
点
を
置

く
だ
け
で
は
な
く
、
ま
さ
に
子
ど
も
を
生

み
育
て
る
喜
び
を
感
じ
る
施
策
に
転
換

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
ゼ
ロ
歳
か
ら
十
八
歳
ま
で

を
総
体
的
に
考
え
て
、
そ
れ
に
か
か
わ
る

担
当
全
体
が
共
通
の
認
識
と
目
的
意
識
を

持
ち
、
互
い
に
議
論
を
し
、
目
標
に
向

か
っ
て
進
め
る
よ
う
な
施
策
に
取
り
組
む
。

（
他
に
「
学
習
支
援
者
並
び
に
ク
ラ
ス
運

営
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

少子化問題の解決
には部署を超えて
の議論が必要では

　

日
本
共
産
党 

上
田　

祐
子

　

問　

精
神
的
な
疾
患
等
を
理
由
に
療
養

休
暇
、
休
職
を
と
っ
た
職
員
の
実
人
数
か

ら
試
算
す
る
と
、
在
職
中
に
四
人
に
一
人

が
経
験
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
状

況
で
は
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
予
防
に
重

要
な
ス
ト
レ
ス
対
策
を
、
も
っ
と
職
場
に

位
置
づ
け
る
べ
き
で
は
。
消
防
職
員
は
、

日
常
的
に
生
死
に
か
か
わ
る
な
ど
、
と
り

わ
け
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
が
、

全
国
調
査
で
七
割
以
上
が
ス
ト
レ
ス
対
策

を
望
み
な
が
ら
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
答

え
て
い
る
。
実
情
を
調
査
し
、
ス
ト
レ
ス

反
応
が
出
る
前
に
防
ぐ
対
策
を
日
常
的
に

行
う
べ
き
で
は
。
消
防
職
員
は
強
く
て
当

た
り
前
と
い
う
意
識
の
改
善
も
重
要
で
は
。

　

答　

こ
の
五
年
間
で
、
精
神
的
な
疾
患

等
で
療
養
休
暇
が
十
四
人
、
休
職
が
八
人

と
、
以
前
に
も
増
し
て
公
務
員
の
ス
ト
レ

ス
が
高
じ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

心
の
健
康
促
進
に
向
け
て
の
セ
ル
フ
ケ
ア

と
い
う
冊
子
を
各
職
場
に
配
布
し
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
万
全
を
期
し
て
い
る
が
、

今
後
も
職
に
合
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
を
研

究
し
て
い
く
。
消
防
職
員
は
特
に
惨
事
ス

ト
レ
ス
が
生
じ
や
す
い
た
め
、
そ
の
解
消

法
と
し
て
同
僚
等
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
が
、
職
員
と
話
し
合
い
さ
ら

に
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
職
務
上
逃
げ

れ
な
い
こ
と
か
ら
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
特

有
な
組
織
的
風
土
も
含
め
よ
く
話
し
合
う
。

（
他
に
「
子
ど
も
、
青
年
へ
の
相
談
援

助
」
を
質
問
）

日常的なストレス
対策のしくみをつ
くり健康な職場に

　

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 
中
野　

昌
幸

　

問　

応
急
手
当
て
の
習
得
者
が
多
い
社

会
は
命
を
大
切
に
す
る
社
会
で
あ
り
、
こ

れ
こ
そ
市
民
協
働
で
安
心
・
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
う
。
消
防

本
部
に
よ
り
普
通
救
命
講
習
会
を
実
施
し

て
い
る
が
、
救
命
講
習
の
現
状
、
実
績
及

び
今
後
の
拡
大
策
は
。
ま
た
、
自
動
体
外

式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
配
備
し
た
が
、

そ
の
現
状
と
今
後
の
配
備
計
画
は
。
全
国

的
に
救
急
車
は
、
六
・
五
秒
に
一
台
が
出

動
し
、
一
年
間
に
国
民
の
二
十
八
人
に
一

人
を
搬
送
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の

不
眠
不
休
の
救
急
活
動
で
市
民
の
安
心
は

支
え
ら
れ
て
い
る
。
市
民
の
適
切
な
利
用

も
重
要
で
あ
る
が
、
増
加
す
る
救
急
活
動

に
備
え
て
、
そ
の
現
状
と
今
後
の
方
針
は
。

　

答　

普
通
救
命
講
習
会
は
、
心
肺
蘇
生

法
の
実
技
を
中
心
に
三
時
間
コ
ー
ス
で
、

一
回
三
十
人
を
限
度
に
実
施
し
、
既
に
約

二
千
八
百
人
が
受
講
し
て
お
り
、
今
後
は

よ
り
多
く
の
市
民
に
受
講
し
て
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
平

成
十
七
年
三
月
か
ら
公
共
施
設
七
カ
所

に
設
置
し
た
が
、
幸
い
使
用
実
績
は
な
い
。

今
後
は
小
・
中
学
校
へ
の
配
備
と
併
せ
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
へ
の
貸
し
出
し
に
つ
い

て
も
計
画
的
に
検
討
し
て
い
く
。
救
急
関

係
で
は
、
北
分
署
と
南
分
署
に
高
規
格
救

急
車
と
救
急
救
命
士
を
含
む
救
急
隊
を
、

本
署
に
は
予
備
の
救
急
車
を
配
備
し
て
い

る
が
、
市
民
に
救
急
車
の
適
切
な
利
用
を

呼
び
か
け
安
心
・
安
全
に
努
め
て
い
く
。

応
急
手
当
て
習
得
者
を
増
や

し
命
を
大
切
に
す
る
社
会
に

　

新
政
会 

綱
嶋　

洋
一

　

問　

度
重
な
る
子
ど
も
達
の
悲
惨
な
事

件
が
発
生
し
て
お
り
、
今
ま
で
以
上
に
行

政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
防
犯
体
制
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
。
本
市
で
は
、
以
前

よ
り
学
校
、
警
察
、
保
護
者
、
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
安
全
の
た
め
に
日
々
対

策
や
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
一
連
の

事
件
後
、
現
状
を
ど
の
よ
う
に
点
検
見
直

し
し
、
ま
た
、
対
応
し
た
の
か
。
防
犯
ブ

ザ
ー
を
改
良
し
警
報
が
鳴
る
と
同
時
に
管

理
セ
ン
タ
ー
に
通
報
さ
れ
、
付
近
の
防
犯

協
力
者
と
保
護
者
へ
連
絡
す
る
防
犯
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
が
、
他
の
予
算
を
削
り
、
保

護
者
に
い
く
ら
か
の
負
担
を
求
め
て
で
も

よ
り
高
度
な
安
全
対
策
を
行
う
べ
き
で
は
。 　

答　

現
在
、
各
学
校
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
保
護
者
や
地
域
が
協
力
し
、

安
全
確
保
を
行
う
と
と
も
に
巡
視
員
を
配

置
し
、
登
下
校
時
の
声
か
け
に
よ
る
安
全

の
喚
起
や
校
内
巡
視
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
県
警
察
本
部
か
ら
の
防
犯
情
報
等
を

各
学
校
に
配
信
す
る
な
ど
各
機
関
と
の
連

携
に
努
め
て
い
る
。
事
件
後
の
対
応
と
し

て
は
、
庁
内
で
は
学
校
事
件
発
生
時
の
緊

急
対
策
会
議
を
立
ち
上
げ
、
学
校
で
は
低

学
年
の
一
斉
下
校
の
見
送
り
や
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
す
る
。
防
犯
シ
ス
テ
ム
の
導
入

は
、
子
ど
も
達
の
安
全
を
第
一
に
考
え
て
、

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

（
他
に
「
総
合
的
な
学
習
と
学
習
低
下
問

題
に
つ
い
て
」
「
部
活
動
に
つ
い
て
」
を

質
問
）

学
校
・
通
学
路
の
防
犯
体
制

の
見
直
し
と
新
た
な
対
策
は

　

公
明
党 

出
口
け
い
子

　

問　

国
民
の
活
字
離
れ
や
若
い
世
代
の

読
書
離
れ
の
取
り
組
み
と
し
て
施
行
さ
れ

た
文
字
・
活
字
文
化
振
興
法
で
は
公
立
図

書
館
の
開
設
、
充
実
、
言
語
力
の
育
成
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
市
と
し
て
の

取
り
組
み
状
況
は
。
ま
た
、
他
市
並
み
に

充
実
し
た
図
書
館
の
新
設
と
西
部
地
域
へ

の
分
室
設
置
、
障
害
者
へ
の
宅
配
サ
ー
ビ

ス
の
Ｐ
Ｒ
、
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
予
約
シ
ス
テ
ム
の

確
立
、
図
書
館
と
学
校
ま
た
は
学
校
間
で

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
さ
ら
に
「
子
ど
も

読
書
の
日
」
、
「
文
字
・
活
字
文
化
の

日
」
の
制
定
は
考
え
な
い
か
。

　

答　

本
市
で
は
読
書
活
動
を
推
進
す
る

た
め
平
成
十
三
年
度
か
ら
小
・
中
学
校
全

校
一
斉
に
朝
読
書
を
実
施
し
、
そ
の
効
果

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
図
書
館
で
は
図
書

館
企
画
展
や
お
話
し
会
な
ど
活
字
離
れ
を

防
ぐ
努
力
を
し
て
い
る
。
な
お
、
図
書
館

を
充
実
さ
せ
る
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て

い
る
が
、
新
設
は
難
し
い
。
障
害
者
へ
の

宅
配
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
を
し
、
高

齢
者
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
も
今
後
研
究

し
て
い
く
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
は

十
九
年
度
中
の
導
入
に
向
け
取
り
組
む
が
、

図
書
館
と
学
校
、
学
校
間
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。
ま

た
、
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
等
に
つ
い
て

も
今
後
研
究
し
て
い
く
。

（
他
に
「
い
じ
め
・
不
登
校
の
現
状
と
対

応
策
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

深
刻
な
活
字
離
れ
と
読
書
離

れ
に
対
し
て
の
取
り
組
み
は

１
月
８
日
、
消
防
出
初
式
が

文
化
会
館
第
１
駐
車
場
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

市
民
が
見
守
る
中
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
が
光
る
消
防
団

の
一
斉
放
水
も
行
わ
れ
ま
し

た


